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会　　　　　記
2009 年度会計報告（2009 年 4 月 1 日～ 2010 年 3 月 31 日）
○植物地理・分類学会
収入（A）  4,697,523 円 支出（B） 2,192,745 円
会費 1,849,000 雑誌印刷費 1,346,100
バックナンバー 0 （57−1,57−2）
書籍売上 4,000 雑誌送料 96,495
別刷代金 141,450 通信費 121,310
超過ページ組賃 66,000 英文校閲 50,000
カラー図版代金 40,000 会計事務 160,400
利息 230 庶務事務 90,048 （内訳）
雑収入（論文抄録等） 52,520  雑誌等発送アルバイト 32,000
総会参加費等 19,500  文具等 19,198
前年度後援会立替金 29,000  封筒印刷等 38,850
前年度繰越金 2,495,823 ニュースレター送料 43,680
  会議旅費 120,000
  学会運営費 60,000
  雑支出 2,920
  総会関係 101,792 （内訳）
   運営費 15,952
   会場費 0
   旅費 75,000
   雑支出 840
   懇親会補助 10,840
差引（A － B）2,504,778 円（次年度への繰越金）
○植物地理・分類学会後援会
収入（A） 624,795 円 支出（B） 161,328 円
醵金（0 件） 0 授賞金 50,000
前年度繰越金 624,795 受賞者旅費・宿泊費等 82,000
  大会用消耗品 328
  支払立替金（本会へ） 29,000
差引（A － B）463,467 円（次年度への繰越金）
新入会員（2010 年 1 月～ 2010 年 9 月）
 2 月  5 日 高橋　耕一 〒 390−8621　松本市旭 3−1−1　信州大学理学部生物学科
 2 月 22 日 澤田　　徹 〒 621−8686　亀山市天恩郷　大本花明山植物園
 4 月 1 日 李　　孝鎭 〒 739−8529　東広島市鏡山 1−5−1　広島大学国際協力研究科
 4 月 1 日 中島　邦雄 〒 905−0006　名護市宇茂佐 647 安田根川原
 4 月 1 日 毛利　千香 〒 920−1192　金沢市角間町　金沢大学医薬保険学域薬学類　創薬科学類附属植物園
 4 月 8 日 谷口　寿仁 〒 168−0064　杉並区永福 2−53−10　サニービュー羽鳥 402
 5 月 11 日 飯尾　俊介 〒 490−1143　愛知県海部郡大治町　大字砂子字大宮崎 2614−2
 6 月 14 日 小澤　正幸 〒 271−0092　松戸市松戸 1689　ヤングハイム松嶋 603 号
 7 月 27 日 木村　雅行 〒 573−0071　枚方市茄子作 4 丁目 48−1
 9 月  6 日 鶴谷　　保 〒 758−0057　萩市堀内 132　山口県立萩高等学校
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秋山久美子 〒 183−0045　府中市美好町 3−10−34
藤本　義昭 〒 654−0121　神戸市須磨区妙法寺字岩山 1054−3
岩崎　五郎 〒 241−0005　横浜市旭区白根町 1−13−14
小宮　芳男 〒 254−0001　平塚市大島 1425−6
宮崎　弘規 〒 490−1111　愛知県海部郡甚目寺町甚目寺松山 73
長井　真隆 〒 938−0022　黒部市金屋 131−1
佐野　　修 〒 920−1161　金沢市鈴見台 3−15−10
塩田　　惇 〒 070−0040　旭川市十条 12 丁目右 4 号
竹中　則夫 〒 872−1105　豊後高田市西真玉 5737−10
植村　　滋 〒 096−0071　名寄市徳田 250　北海道大学　北方生物圏フィールド科学センター
新里　孝和 〒 901−2421　沖縄県中頭郡中城村字登又 360−1
金栄　典子 〒 921−8064　金沢市八日市 1−297−2
田村　　淳 〒 246−0022　横浜市瀬谷区三ツ境 32−8
田代　周史 〒 869−3171　熊本県宇土市長浜町 578
石田　弘明 〒 669−1546　三田市弥生が丘 6 丁目　人と自然の博物館
高木　末吉 〒 933−0223　射水市堀岡 348−10
丸山まさみ 〒 061−1136　北広島市松葉町 2−4−1
黒田　明穂 〒 910−0369　福井県坂井市丸岡町新九頭竜 2 丁目 130 番 1　シャンパーニュ九頭竜 105 号
大久保嘉雄 〒 919−0621　あわら市市姫 4 丁目 5−1　福井県立金津高校
坂井奈緒子 〒 930−0985　富山市田中町 2−7−17
山幡　英示 〒 586−0051　河内長野市末広町 92−7
高橋　耕一 〒 390−8621　松本市旭 3−1−1　信州大学理学部生物学科
野田　昭三 〒 569−1036　高槻市塚脇 1−11−21
林田　光祐 〒 997−8555　鶴岡市若葉町 1−23　山形大学　農学部生物環境学科
飯塚　和幸 〒 211−0068　川崎市中原区小杉御殿町 2−127−102
山森　　茂 〒 929−1112　かほく市多田ロ 95
弓場　　周 〒 511−0912　桑名市星見ヶ丘 6−921−1　フローラ星見 102
住所・氏名変更及び訂正（2010 年 1 月～ 2010 年 9 月）
山崎（佐藤）杏子　〒 936−8507　滑川市加島町 45　富山県立滑川高等学校　→　
 〒 939−8064　富山市赤田 631−20
早坂　英介 〒 980−0862　仙台市青葉区川内　東北大学大学院理学研究科付属植物園　→　〒 916−0146　
福井県丹生郡越前町朝日 17−3−1　福井総合植物園
三樹　和博 〒 229−0103　相模原市相模湖町小原 859　→　〒 252−0173　相模原市緑区小原 859
星野　卓二 〒 700−0005　岡山市理大町 1−1　岡山理科大学　総合情報学部生物地球システム学科　→　
〒 700−0005　岡山市北区理大町 1−1　岡山理科大学　総合情報学部生物地球システム学科
岩田　政志 〒 606−8165　京都市左京区一乗寺野田町 16　フェアモンドビル 302　→　〒 606−8026　京都
市左京区修学院川尻町 3−12
渡邉　高志 〒 781−8125　高知市五台山 4200−6　高知県立牧野植物園　→　〒 782−0003　香美市土佐山
田町宮ノ口 185　高知工科大学地域連携機構　補完薬用資源学研究室
三樹　和博 〒 229−0103　相模原市相模湖町小原 859　→　〒 252−0173　相模原市緑区小原 859
沼宮内信之 〒 960−8163　福島市方木田字北白家 8−22　コメット B20　→　〒 981−0911　仙台市青葉区
台原 7 丁目 3−8　代原杜栄マンション S101
村上健太郎 〒 596−0072　大阪府岸和田市堺町 6−5　大阪府きしわだ自然資料館　→　〒 488−8711　尾張
旭市新居町山の田 3255−5　名古屋産業大学環境情報ビジネス学部
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　　6 月 4 日（土）午後より総会，一般講演，懇親会
　　6 月 5 日（日）エクスカーション
　　　　　　　　　鞍馬・貴船を候補として検討中
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植物地理・分類学会 2010 年度大会































エクスカーションは 6 月 6 日（日）に石川県河北郡津幡町にある出雲神社，御山神社，甲斐崎神社の 3 ヶ
所で行われた。出雲神社は日本海要素が入るスダジイ林， 御山神社はヤブツバキ－ブナ林，甲斐崎神社はアカ
ガシの原生林で，どれも他の地域では見られない植生とのことだった。
8 時 30 分，32 名が金沢駅西に集合した。8 台の車へ分乗し，出雲神社へ向かう。空は快晴で，これからの
加藤雅啓氏（特別講演） 御影雅幸氏（特別講演） 一般講演
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10 時 40 分，御山神社に到着した。着いて早々に古池氏に神社の裏にある，イヌシデとブナがよく見える場
所に案内していただいた。笹藪をかき分けた先に，ブナとそれを囲む大きなイヌシデが広がっている見事な






見できたのかもしれず，心残りだった。11 時 20 分，昼食を摂った。御山神社では他にもアズキナシ，ニセア
カシア，ハウチワカエデ，ツクバネ，ガマズミ，クロモジ，カスミザクラ，チャボガヤ，トチバニンジン等が
見られた。道を戻り，最後の目的地である甲斐崎神社へと向かう。
12 時 30 分，休憩に止まった三国山キャンプ場のため池でヒメコウホネを観察した。しかし，一般的に言わ
れているものとは形態が異なることから，別種の可能性もあるとのことだった。このような形態のものは金沢
近辺でしか見られないらしく，非常に得をした気分になった。



























　（1） 履歴書（研究歴を明瞭に記載したもの）1 部，あるいはこれまでの研究歴についてかかれた書類 1 部（学
校，研究所，博物館等に所属していない人に限る）
　（2）業績リスト 1 部




　2011 年 10 月 31 日
応募先（必ず書留便で郵送してください）
















　2011 年 10 月 31 日
応募先（必ず書留便で郵送してください）
　　　　〒 953―8512　上越市山屋敷町 1 番地　上越教育大学学校教育学系内
　　　　植物地理・分類学会　庶務幹事　五百川　裕
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December 2010 J. Phytogeogr. Taxon. Vol. 58. No. 1
投稿規定
（2010 年 9 月部分改定）
編集方針
















本論文は，刷り上がりで，図表を含み 8 頁までとする。短報とノート（雑録）は 4 頁までとする。ただし
超過頁の組版代（1 頁につき 6,000 円）を著者で負担する場合には制限しない。
原稿の送付
 a 紙原稿の場合： 本稿 1 部のほか，コピー 2 部，合計 3 部を提出する。その際，表・図は 3 部ともに鮮
明なコピーを送ること（写真については，原図を写真に撮ったものか，または審査に使用し得る程度の鮮明な
写真コピーとする）。表・図の原図は，掲載決定後の最終原稿とともに送付する。
 b 電子投稿の場合：　本文，表，図とも原則として PDF ファイルとし，電子メールに添付して下記編集
委員会あて送付する。添付ファイルのサイズは 5MB 以下とし，超過する場合は分割して送付する。
原稿の書き方







英文原稿は，Ａ 4判用紙に上下 3cm程度，左右 2. 5cm程度あけ，ダブルスペースで 25行を原稿の 1頁とする。
和文原稿の場合は，原則として日本語ワードプロセッサーを使用し，Ａ 4 判の用紙に周囲それぞれ 3cm 程度




には著者名と図番号，天地，縮小率を明記すること。写真は原寸大，図は 67％縮小程度が望ましい。Ａ 4 判
に納めることが不可能な植生表のような場合には，Ａ 4 に分割したコピーを添えること。図にはスケールを
表示し，図の記号，数字には文字を貼り込むこと。図は原則として刷り上がりで 15cm（頁幅）× 19cm 以内
または 7cm（半頁幅）× 19cm 以内（いずれも幅×高さ）であること。和文原稿の図表および写真の説明は，
英文，和文，英文和文併記のいずれでもよい。なお，図表は希望の挿入位置を原稿中に指示すること（著者に
よる図表などの縮小率や位置の指定は，編集委員会において若干変更する場合があります）。当面，カラー写
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名者名は，省略形を使用する場合，Brummit, R. K. and Powell, C. E. （eds）. 1992. Authors of Plant Names. 
732 pp. Royal Botanic Gardens, Kew または The International Plant Names Index のホームページ（http://
www.ipni.org/）に従う。栽培植物の学名は，最新版の国際栽培植物命名規約（ICNCP）に従う。標本庫の略
語は Holmgren, P. K., Holmgren, N. H. and Barnett, C. B. （eds）. 1990. Index Herbariorum 8 ed. 693 pp. 






第 2 著者の氏名のアルファベット順とする。第 2 著者も同一の場合は，第 3 著者以下について上記に準じる。
著者が同一のものについては，発表の年代順とする。同一著者，同一年代のものは，年号のあとに小文字のア
ルファベットを付して，1999a，1999b のように区別する。著者が 3 名以上で第 1 著者が同じである場合は，
他の著者が異なっているときでも年号のあとにアルファベットを付して区別する。なお本文中での引用は，石
川（1999）もしくは（Toyama 1999）のように著者名と発表年を用いる。なお著者が 2 名の場合，石川・富




石川太郎 . 1989. 日本産イネ科の系統分類 . 地理分類研究 25: 33―42.
Ishikawa, T. and Toyama, J. 1990. Two new species of Poa （Gramineae） from Japan. J. Jpn. Bot. 65: 4―
12.




福井三郎・新潟四郎 . 1989. 日本海沿岸地域のエノコログサ属の生態 . 日本海学術出版会（編）. 日本海学術
報告書，pp. 24―31. 日本海大学，新潟 .
石川太郎 . 1981. イネ科の分類 . 富山書房，東京 .
石川太郎 . 1984. イネ科 . 富山次郎（編），日本植物誌　III，pp. 38―78. 石川出版，金沢 .
Ishikawa, T. 1985a. Taxonomic study of Asiatic Gramineae. Smith and Brown, New York.
Ishikawa, T. 1985b. Morphology in Gramineae. In: Willson H. B., Clemens, A. C. and Backer, I. P. （eds）, 
Gramineae in the world, pp. 23―45. Academia, London.
 c ウェブサイトの場合：掲載者名，確認した年，表題，URL を表示する。
環境省自然環境局野生生物課 .　2010.　「哺乳類，汽水・淡水魚類，昆虫類，貝類，植物 I 及び植物 II のレッ
ドリストの見直しについて」　http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=8648






セルファイル（.xls），JPEG 画像ファイル（.jpg）として 1 点ずつ別ファイルで保存する。写真の解像度は
300dpi 以上であること。なお，電子媒体，表，原図は原則として返却しない。返却希望の場合には，予めそ
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送稿や編集に関係した通信は 〒 939―2713　富山県富山市婦中町上轡田 42　富山県中央植物園，植物地理・
分類研究編集委員会宛。FAX（076―465―5923），E-mail（nakata@bgtym.org）。投稿の場合，紙原稿では封
筒に「投稿原稿在中」と朱書し，電子投稿では電子メールの表題を「植物地理・分類研究投稿」とすること。
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